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襲
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受
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又
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又
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れ
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が
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翁
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熱
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；
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應
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；
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；
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翌
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^
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齟
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茬
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亦
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霞
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遍
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達
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を
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に
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失
職
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憂
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馨
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へ-X
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達
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な
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々
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ー
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概
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憲
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憲
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ら
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應
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搶
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；
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一
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し
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ン
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前
に
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ょ
り
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双
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づ
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れ
て
只 

臂
に
そ
の
仕
事
を
續
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澍
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憲
法
と
英
國
支
配.と
の
不
合
理
を
指
摘
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あ
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膨
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得
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ら

る
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る
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を
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れ
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共

和

制

で
 

や
デ
辛
ク.

1

1は
呼
ば
な
い
？
デ
，：モ
ク
^
シ̂
1
と

は

、

ペ

イ

シ

ー

の

所

言

宏

推

测

す

る

^

V

ふ
も
^
で
f

、

レ
。ハ

K

リ
.
.
Iと
は
'本
來f

l
i
c
,

 

|

巧

：'と
‘言
ふ
.翁

ぁ

<>
:て
-

.
■

•

政
治
形
態S

味

し

な

奢

言 

ふ
？
從
つ
て

/

ヘ
イ
ン̂

自
己
の
^:
張
ず
る
政^;
を
單
にr

骨
化

.

.凡
そ
急
進
論I

礎
私
は
"
常
.に(

ロ
^

に
»
<'
;
も
め
へ|

'
へ
；ら
れ
て
：ゐ
る
タ
選
擧
權
は
自
然
槪

0
發
励
と
：1>
て

、

露

人

-
.
に

麗

ず

る

も 

.

.
も

萬

人
.て
.
.は
，&
い)

%•
L>
:
右

そ

のM.
力

な

る

、
玉
51
-
は「

外
.か
ら
.の#
會
支
配」

で
.あ

つ

：
た0:
ぺ
イ
ン
の
思
想
.は
之
を
包
含
す
る
。
否
特
に 

、.そ
I

彩
は
濃
摩
で
ぁo'
1

實
S

:
ィ
.

1
第
十
：八li
t
紀
急
進
論
め
特
色I

非

常

な

程

度

：

1

f

f

l

b
 

i
理
I

I

 

腺
び
、
。
社#
の
裡
.に

辕

零

各
&:
ぢ
ぼ
、

」

そ
«
人
類
を
支
配
妨̂
^

.

.
f 

1
"ィ
ン
翁
 

i



イ
I

 

: 

:

:

:

 

:
ぐ
 

I

:
 

C

I

S

權
c>
信
_

る
彼
：は
、
姿

し̂
蒗
命
家
だ
盏
讓
歷
史
と
條
統
と
慣
習
と
を
輕
視
し
た
。

1

及

び

.

し
く
、
置

. 

軍
^
忌
；̂
,
,兵
齋
ぼ
壓
制
的
だ
ゼ
攻
擊
U
た
：I
.
;',
:

. 

‘

' 

-
.
. 

.

.

.

.

•

-
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

. 

I 

. 

.

:

' 

v

技 

_
 分
艮 
i
&
-
p
,

一

117. 

:
 

,

.

.
'さ.

&
彼
f

一

着

論

者

とt

こ
と
は
不
常
で
は
な
い
ハ
？
讓

後r
彼
ば

的
で
ぁ
つ
た
。
.そ

ひ

ニ

は

英

讓

法

の

室

ょ
り
も
一

' 

步
を
進
め
で
、■
•
し

參
m

作
各
こ
と
を
主
張
せ
る
事
で
ぁ
り
、
そ
の
ニ
は
共

和
制
のI

で

£

に

動

麗

參

敗I

づ
I

る

篇
I

、
嗲

醤

憲

法

の

信

者

で

皂

生
：一f

+

#證

者」

：
f

 

■
方
‘
1
.ト
ラ.
イ
ト
：f

:
へ
f

:
で
，參

舊

然
鐵
I

f

採

用

し

た

：
が
、

同

時

I

れ

は「

吾
S

法
I

神
f

J

I

兹

到

來

は

、
：客
 

ず
し
て
4

が

測

り

知

袋

尊

身.法」

l

_

l

f

 
メ 
f

植
I

發
M

f
聚
^
^

憲
法
な
ん.

」

i

叫
べ
る
'ベ
：イ
ン
と
著
る.

4

い
對
照
を
爲
し'て
I

O
併
し
ペ
イ
ン_

會
及
S

法
論
難
も
、
之
等
を
讓
し
て
獨
裁 

的
政
治
を
行
は
む1

1

1

1
非
ず
し
1

新

し

'て

広

f

 1:
5

 -

 
'そ
の
代 

鐘

は

先
.に一 .:

言
：せ

る

如
.
r
_襄

规

■

葉

せ
：るi

f
含



べ奮
：：

憲
法
制 
I

 實
例 

|

キ

_

|

議
は
|

^

有
し
な
い_

の
|

|
國
.民
が
之
を
有
す
る"

_

|
す

逢
_
菊

®
^
^

つ
：た
9
ー

本

來

ず

急

進

論

者

は

必

J

處

和

論

雲

は

環

が

、
：

(

_

論
：の

蠢
f

自

然

權

論

產

 ̂

し
ば
、

共

篇

S

雲

懲

可

能

胜

鲁
i

f

れ
i

時
に
於
成■

潇

論
f

鐘

擊

と

は
l

l

l

f
を

^
^
■

，

公
f

.る
共
I

背
f

 

i

f

 

f

 

I

f

 

l

i

も 

1

1

1

1

,

,
 

I

f

 

.
:
a
c
^

 

一
そl

,«
.

s
ぐ
ン_

博
士
が「

I

f

羅

_

る
：l

l

l
裏

時

：、
：
I

は
決
然 

黄
は
次
國_

き

嘗

な

翁

。I

他
I

f

 

H

I

y

 
緣

隱

く

、

(

.麓

^

:

4

|

|

|

|

」

|

|

ど
：|

は
、|

斷
定
し
難̂

I

I

I

。
ヶ
ン
ト

i

l

H
あ
|

|

:;
歲

は

亦

等

し

く-
同
.時
代
I

く
の
思
想
家
達
に
も
、
‘
例
へ
ば
ア
ダ
ム

•
ス
ミX
に

ち

適

用

義

得

る 

_

て
_

と
.
S

I
、
宏

反

對
.に
、
ぺ
ィ
ン
に
鏡
政
府
生I

學
は
之
を
兇
出
し
得
な
い
矣
ひ
得
る
I

が
單
I

時
の

奚

觀

的
m

 

I
は
、
そ
の
一
靈
た
る
ベ
く
、
I

が
■

羅

な

る

税

制 

‘
v
n
n 

_
: •
,■
-
夢

■

'

似
の
：

^

急

講

の

本

質I

へ
て
み
れ
ば
、f

に
T

S

 

M

u

f

ほ

^

_

て
ー|

て「

政

治

霊」

の

麗
S

な̂

抽
象
的
に
考
へS

、
自
然
權.

l

s

®

¥

Q

.
霍

^

 

^

 

^

 

は
、
I

办

ば

ゴ

ン

に

到

學

るI
.

ぁ
I

現
實的

，，

は
'

 

「

氷̂

,

は
贤
し
は
し
な
い
。
踏
出
せ
ば
急
進

「

思
想」

は
l

「

_

f

遯
_

喿

|

|
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フ

ラ

ン

ス

へQ

亡
命
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■
■-
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■
■
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.
■.
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:
.
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.

■:
.
-

: 

.

.

.

.
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A
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'

ト
i

,
ス
•(

ィ
ン
論- 

1.

養

『
cr:

六
s

o

-

#
び
：ベv

ン
の
：生
迎
を。.
：
：

•

ぃ
«
施
ね
響
は
カ
レ
ー
市
民
に
、
.こ
の
著
名
な
る
外
國
人
の
；到
着
を
知

&:
;
せ
た
0
.徒
が
受
げ
た.る
歡
迎
ば
、
王
者
も
亦
^

る
べ
き
様
な 

も
•

あ

つ

た

。

カ

レ

ー

守

—
隊

は

：
こ
_

自

出
.の

著

を

迎

ー

馨

べ

金

裝

1
た
0
.三
色
の
^

^

•市
*
に
：阵
つ
尤
贈
ら
れ
、
'
:«
1
第

|
。 

の
麗
人
は
:^
を
;-
ィ
.ノ
の
，1
子
に
付
.
-
:
1
た
0
そ
の
夜
カ
树
當
局
及̂gcnstituti9naI;:soci

\rpty:..

vt
長

に

招

請

さ

、
れ

，て

-,
»
.を
0

so'
a
e
t
r 

の
:#
合
一
に
灶
席̂
た
。.
.
«衆
姑
堂
に
湓
れ
、
ぺ
ィ
ン
：は
^

;^
:?
:
搔
译
# !
け

て

：
、
：
弟
:̂
や

べ

定.め
：
：
0
席

に

就

乂

事

が

出

來

た

0
、
彼
0
帟

 ̂

上
.方

：
に»
ミ
；
ラ

ボ

丫

の

雪

像

が

懸

け

ら

：
れ
ヤ

_

米
_

の
会̂

ン
、
ス
：さ-1
1
冬
や
、

た
ぐ
：：

^

_
芦
|

^

^

劇

場
it
:行

：
く

や

「

人

權

論

」

め
：
著

者

の

爲

め

.に

、#
§

が

設

け.&
れ
.て
ぁ
：
.っ

た

。
へ
ぺ
ネ
ン
.
は

爾

^

.

>

|

&

^

 ̂

B
e
a
t
l
v
f

 Yersaiile

w' 

の
.代

表'に

選

ぼ.れ

：
た

け

れ
.ど

も

、.：
カ
：
：
レ
：
丨

.市

民

：
が

最
.初

で

ぁ

：
ジ

た

；
の

.^
減
然
彼
は
そ
め
代
表
ふ̂̂

の
^
員
：為
じ'て
.
2
1爯
に
赴
<
途

中

ぢ

：亦

：、

.證

电

近
^
歡

迎

を

各

地

セ
_
呔

た
(0
梦

ぁ

づ

：だ

。
，
巴

雄

到

着

後

間

も

無

く

、
；
新

憲

法

起

'
 

.奮

ぬ
■
试
れ：

た

。-

イ̂

シ

が

こ

：：

'
Q

m要
な
|

裏

し
0
,
|
;
洛
間
ビ̂
^
^

破
碎
戈
る
杧
、
汲
：
々
た

■る
も
.
が̂

ぁ
0
だ
：0ゼ
人
權
論|

菌

本

は

有

名

な:|
;
.
.
1
.
:

ス
キ
ン
：
.で
ぁ
っ
：た
：が
、
へ
务

0.
辯
^

M:
s:
と

し

、
て
：
は

‘ 

 ̂

^
0
0 

• 

,
.
i 

 ̂

r ' 

.
-
U
- 

二.：..

,
十「

七
九
二
年
七1

第
艽
日
オ
ル
へ
ン
ス/ダ
ふ
访
ク
公
は
宣«•
.$:
:
發
し
、
一
聯
合
軍
は
主
家
杧
對
す
る

.待
遇
”の

廉

を

以

て

、
：
：

.

'riatill. 

assembly:

.
に0
し
，
.パ' 最
>̂
:
-;恐

-
るベ
き
打解
を
與
ふ
る
寒
に
決
し..た
名
：£',と
、
.
：
.
而

■%
場
合
：に
依
.つ；
'で
.は
：、
；バVi
:1\
'を
も
馬
啼̂
柔
躪
す
< 

し

と

威

嚇

し

：た

0
:
.こ
ゎ
崮
言
は
阈
民.$:
.往
*

な
ら
：
1>
め
，
：棄
鉢
的
抒
爲
ゼ
1«
]

は
.じ
.め
；
謂

'
_
に

國

展
が
、

contention

::
:の
：
中

に

作

ら

れ

^
に
、
至

つ

：
た

。

， i.T

ィ
^
は
：
之

を

防
|1
:
.す

：
る

爲

め

袴

：

」

凡

唞

る

努

ヵ

を

：行

つ

怒

：
遂

it
:
'國
革
は
.赍
if
fc
.
:か
け
、 

ら

れ

、
：
死
_刑
の
食
吿
を
受
け
た̂:
0
こ
:0
:ル
年
十
六
世
丧
問
：の
<可
否
'に
關
：し

)

1で
乓 

ス
政
府
の.不
信
.と
腐
敗
^

_
行
と
ト
を
、
世
界
に
：立
'證

せ

ん

：
爲

め

：
で

.あ

つ

ぎ0'
そ

し

：
て

ル

ギ

十

六

做

は

死

魄

の
：
宣

告

を

實

行

ず

ベ

^
や
否
や
が
問
題
と
な
つ
た
時
、
ぺ
ィ
ン
：は
立
上
つ
た

0
そ
し
て
ガ
に
反
默.し
た
0
そ

CD-
.

演
說
は
吾
等
の
心
を
打 

つ
も
の
“が
あ
る
.

？

、

.

;

\

「

絕
對
主
.制
.に
：對

す

る

余

の

僧

惡

ば

：
颇

に

；
人

0.
御
る
處
で
あ
り
、
杂.

0

生

命
..
0
あ
：る
腺.り

：、
.
消

ゅ

る

之

 

で

あ

；
る
：？
：
フ
ニ
フ
ジ

.

'

 

ス
政
府
の
無
數.の
.罪
领
は
脔
間
會
に
傲'つ
：.て
.

.

立
證
さ
れ
た0

;

併
し
乍
:&
若
^
ル
：.ィ
に
^

裡
杧
坐
活
し;̂ :'

<
?
:

す

：
岑

な

ら

ば

ぃ

か

べ

の

如

き

.

.

不
德
を
示'

し̂

し
：

%

か
つ
凑
で
あ
ら
，ぅ

''
:
0.

:

余
は.

ル
：

%
.

0
:

國
外
逃
亡
を
企
て

>

連
戾
：さ
れ
： 

た

蕻

賀

を

自

，
擊

し

^

。
：
そ
し
，て
憲
法
會
議
が
苒
が
锻
免
王
位
に

_

か̂
^
;

た
事
を
見'

て
；は
、

(

余
は̂

!

1
2

:

し

、
：
之

を

阻

ま

：
ん

と

じ

，
て
て
出
來
ン 

得

る

腿

り
''
(
0-

努
:*
を

し

た:0

當
時
そ
れ
棟
無
效
ま
歸
1>

;

て.

了
0

た
が
、
今^ '
^ :

れ
は#

^

把
實.

行
さ
れ
た̂

^

ぞ

、

H
、、

它

セ
»
び
起
づ
へ
能
ぼ
ざ
る
：ま

で

：：
に

-0
ゾ

そ

が

支
 

.

 

分

や

嫌

：
る
：間

題

：應

：：

'
;こ.め

與

を̂
ぅ

す
.る

か'̂
^

ふ

事

束

妙

へi

た
;̂

0

胤
行
を
潜
务
勝
、

.

：余
は»

幸
丧̂

囚
人_

歷
.:
0
:

^

も
货* '

法
會
議
ぞ,

難
し
た
い0

 

‘
-! •-
', 

一
',
•
 

併
じ
他'

の
總̂

.

の.

事
を_

れ

宠

ノ
#
.

の
生_

^

，
夺

'

1

0

1

偉
太̂

愚

暴

を
«

つ
て
：ゐ

.

る
。.

そ.

れ
は
ア
メ.

リ
为
；縫

立

を

援- ,.
:
 

耶
せ
る
と
と
で
あ

.

る
？
そ.

は
彼
の
如
を'

少
く
と
も
輕
か
ら
し
む
る
に
足
る
％
の
で
2 >
:
る
:0
願
は
ぐ.

ば

合

衆

國

を

彼

の

：
避

難

所

た

ら

.
し

め

/從
，來
.

.

.

坍
母
左
.る
政
.

.

府
&
國
民
を
.

.

慘

酷
.f
t
芽
段
.を

以
-X
處
刑
V

そ
^
永
：ち.：*

^

0

.

®

、...

國
民
|:
音
-1
>め
黄
實
む'だ
0

.

.

今
.や
被
.

等
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>

丨
ャ
 

I
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論
-

'
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S

.

率
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S
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ー
マ_
六

：

(

十
六
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八〕

そ
れ
と
寸|
|
#
^

馨

||

オ
1

|

|

0

、フ
ラ
ン
ス
III
SI

る 

I 

見
す 

I

る

革

命

の_
士

は

、
，
亦
-
限
り
な
き
人
間
愛
の
.所
I

.

S
つ
S

否
、
人
間
愛
の
使
徒
f

戰
士
I

I

.
か
の
'寺 

袅

？
 

ノ
|

「
偉
大
な
る
蒙」

を
叫
び
、
憲
I

,

非
雛
I

事
は
、

采

M

y

 

“

の
左
M

:

に
は
、
彼
I

•

る

道

i

つ
I

。
X

I

I

I

第
I

l

f

 

I

 

m

u

第

一

簾

は

、
英
國
生
れ
の
佛
蘭
1
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